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概   

要 

技術概要 

 建物外周の軸組み接合部（柱、土台、梁等）に沿って構造用合板を既存外壁の上から取り付け、建物の全体を

補強する。既存外壁がモルタル塗りの場合はその上から取り付けて補強し、それ以外の場合は既存外壁の必要

な部分を取り外し、軸組みに直接取り付ける補強工法である。 

技術の特徴 コスト 

・ 外部からの補強工法である。 サンプル構面 71,125 円/kN 

・ 仕上はサイディング等。ガンコモンの上に、胴縁を介し、建築基準法に則った

仕上材を選択できる。 モデルプラン なし 
・ 居住しながら施工が可能。 

公的機関による技術評価・性能証明 実験実施機関 

 機関名 （一財）日本建築防災協会  静岡県林業技術センター 
日本建築専門学校 

 評価番号  DPA-住技-22-1（欠番） その他 

 評価書の有効期限 平成 30 年 5 月 14 日（有効期限終了）   

仕   

様 

適用範囲 写真・図 

構法 木造在来軸組工法、伝統構法 

 

 

規模 2 階建て以下、500 ㎡以下 

基礎、地盤 特になし 

適用部位 外壁部（もしくは内壁）の軸組部材の接

合部廻り 

その他  

主要構成部材の仕様 

 G1パネル：JAS規格に適合する構造用合板（t=12mm 

等級 2 級 特類） 
接合具：コーチボルト、ビス 

耐震補強性能 

評価仕様：モルタル外壁の上から補強、 

壁スパン：910 m m 上下張（455+910） 
ｶﾞﾝｺﾓﾝ G1+ﾓﾙﾀﾙ(耐力 1.6kN/m、剛性 320 kN/rad./m) 

 壁基準耐力 壁基準剛性 

 3.04kN/m 490 kN/rad./m 

設計方法 

 ①柱頭、柱脚は、H12 建設省告示 1460 号に適合する

仕口補強を行うものとする 
 ただし、既存部位の状況により、それが出来ない個

所で、ガンコモンＧ１を上下に設置し、引抜用増設コー

チボルトを配した箇所は、柱接合部の種類による耐力

低減係数、接合部Ⅱの欄の値を採用し、接合耐力の

低減をする 

 ②劣化に関し、取付部分が建全であることが前提 

施工者指定 

（株）Ｆ設計が実施する講習会の受講者が施工および 

 管理を行う 

その他 
 精密診断法１による評価が可能 
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仕   

様 

壁基準耐力・壁基準剛性 一覧 

「壁基準耐力及び壁基準剛性」表 
①ガンコモン G1 をモルタル外壁の上から補強する場合 

表１ 壁基準耐力及び壁基準剛性 (kN/m・kN/rad./m) 

 
・ 計算時耐力算定の際は、ガンコモン G1 とモルタル(耐力 1.6kN/m、剛性 320 kN/rad./m)を合算する。 
・ 開口部も上記耐力表を性能値（壁）として算定可能。モルタル耐力は開口低減係数を乗じたものを合算。 
・ 開口部として計算（開口低減係数を乗じる）の際は、開口低減係数の逆数を乗じた数値を性能値とし、モル

タル(耐力 1.6kN/m、剛性 320 kN/rad./m)を合算したものを使用する。 
・ 一般診断法に於ける開口部補強は、上記ガンコモンＧ１耐力のみ算定可能。上記耐力表を性能値（壁）とし

て算定。 
 
 
②ガンコモン G1 を既存軸組に直張りで補強する場合  

表２ 壁基準耐力及び壁基準剛性 (kN/m・kN/rad./m) 

張り方 

※１ 

壁スパン（mm） JP 有※2 

張り方 

壁スパン（mm） 

910 1820 2730 910JP 1820JP 2730JP 3640JP 

1 

910+455 

2.82  1.41  0.93  1-JP 1.98  0.99  0.65  0.49  

344  172  114  224  112  74  56  

2 

910 

2.18  1.09  0.72  2-JP 1.53  0.76  0.50  0.38  

292  146  96  190  95  63  48  

3 

455+455 

1.64  0.82  0.54  3-JP 1.15  0.57  0.38  0.29  

220  110  73  143  72  47  36  

4 

455 

1.24  0.62  0.41  4-JP 0.87  0.43  0.29  0.22  

154  77  51  100  50  33  25  

 
・ 開口部も上記耐力表を性能値（壁）として算定可能。一般診断法に於いても同様。 
・ 開口部として計算（開口低減係数を乗じる）の際は、開口低減係数の逆数を乗じた数値を性能値とし、算定。 

張り方 

※１ 

壁スパン（mm） JP 有※2 

張り方 

壁スパン（mm） 

910 1820 2730 910JP  820JP 2730JP 3640JP 

1 

910+45  

1.44 0.72 0.48 1-JP 1.01 0.50 0.33 0.25 

170 85 56 111 55 36 28 

2 

910 

0.96 0.48 0.32 2-JP 0.67 0.34 0.22 0.17 

128 64 42 83 42 27 21 

3 

455+455 

0.59 0.30 0.20 3-JP 0.41 0.21 0.14 0.10 

79 40 26 51 26 17 13 

4 

455 

0.30 0.15 0.10 4-JP 0.21 0.11 0.07 0.05 

30 15 10 20 10 6 5 
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別紙：壁基準耐力・壁基準剛性 一覧 



 

 

 

モルタル外壁の上から施行する仕様 
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施工要領書

愛知建築地震災害軽減システム研究協議会

木造住宅 低コスト 耐震補強の手引き 2016.2. 


